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１．概要  

本研究では今までにない発色の陶磁器上絵開発を目的とした。  

他産業で用いられる新規発色の雲母系顔料を用い、市販の無鉛フリットを用いて上絵

を作製したが、今回の試料では焼成によってガラス（フリット）に雲母顔料が熔けてし

まい、新たな発色の上絵は得られず、また開発の上絵中の雲母顔料の状態調査をシンク

ロトロン光分析で行ったが、やはり確認することができなかった。  

 

（English）  

The purpose of this research is to develop new color overglaze for porcelain.  This overglaze 

was made using general mica pigment and lead free glass for commercial porcelain.  This 

overglaze was melted in mica and was not a new color.  This overglaze was examined by 

synchrotron light analysis(XRD), but mica could not be confirmed.  

 

２．背景と目的  

近年の県内陶磁器業界は、国内他産地製品との競争、諸外国からの輸入品の影響、等によって厳し

い立場にたたされており、他産地製品との差別化が非常に重要になっている。有田焼の特徴の一つで

ある、色鮮やかな上絵付け製品は、他産地製品との差別化の方法として期待できるが、これに用いら

れる上絵具の顔料の種類は、近年ほとんど増えておらず、新しい絵付けのための新規発色絵具を業界

から求められている。一方で他分野の工業製品には様々な色が用いられており、新たなデザインと合

わさって魅力的な製品が多く市場に出ている。さらに色の種類を揃えることで製品の魅力を向上させ

る戦略をとっているものもある。無機顔料の開発は新規発色の雲母系顔料をはじめ、現在でも進めら

れていて、前述のとおり、新たな色の塗装製品は多く出ている。 

新しい発色の陶磁器上絵具の開発が進んでいない大きな要因としては、約800℃の耐熱性があり、

かつ高温状態の上絵のガラスに対しての耐熔融がある顔料が開発されていない事が大きな原因であ

る。 

そこで、本研究では上絵具用フリット(ガラス)に対する新しい無機顔料（雲母系）の耐熔融性を調

べるために、シンクロトロン光を用いた分析を行った。 
 

 

３．実験内容（試料、実験方法、解析方法の説明）  

 表面を酸化チタンコートしている市販の雲母系顔料を、BL15 の X 線回折装置(2 次元検出器使用)

を用い XRD 測定を行った。 

また、この市販の雲母顔料を有田地区で用いられる市販の無鉛フリットに 3wt%添加し、上絵具を作

製して、施釉陶板上に塗布したのちに、800℃で焼成して上絵層を形成させた。これも雲母顔料同様
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に、BL15 の X線回折装置を用い XRD測定を行った。 

 

 

４．実験結果と考察  

 今回の実験ではまず、市販の雲母系顔料のＸ線回折を測定した。（図１） 

その結果、顔料のベースとなる雲母のピークおよび、その表面をコーティングしている酸化チタンの

ピークも確認できた。 

 次にこの市販の雲母顔料と市販の無鉛フリットから作製した上絵試料を作製した。その結果、雲母

顔料の発色は消失した。これは焼成によってガラス（フリット）に雲母顔料が熔けてしまったためと

考えられる。確認のためこの試料の X 線回折を測定したところやはり雲母のピークは確認できなか

った。 

 

 

 
 

              図１.雲母系顔料のＸ線回折結果 

 

５．今後の課題  

 今回、市販の雲母顔料がフリット(ガラス)に熔け、ガラス中の顔料の状態が確認できなかった。今

後は顔料、フリット等の改良を行い新規発色の開発を進め、ガラス中の顔料の状態をシンクロトロン

光分析によって評価することによって、より高品質な新規発色上絵の開発を行っていく。 
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